
 

 

 

 
 

成功の要因 

副校長 大曽根 努 

朝晩は涼しくなり少しずつ秋らしい気候となってきました。暑さが和らいできたので、昼休み

や部活動では、校庭で伸び伸びと身体を動かしている姿が見られます。 

９月は、１年生は移動教室、２年生は職場体験、３年生は修学旅行といった各学年の大きな行

事がありました。どの学年の先生方からも集団や生徒一人一人の行動に対し「成長」や「成果」

が見られたと感想をもらい嬉しく思いました。事前の学習をしっかり積み、準備を重ね、当日を

迎えたこと、また、代表生徒の実行委員会、当日までの様々な役割など、多くの生徒達の活躍や

協力があったので「成長」や「成果」が見られ成功につながったのではないでしょうか。 

その要因を考えたときに「時を守り、場を清め、礼を正す」という教育学者の森信三氏の言葉

が浮かびました。毎日の学校生活で培われているこの行動が、集団での宿泊行事や職場体験でも

活かされたのだと確信しています。この３つの行動は、社会で生きていくための素地であり、囲

碁や将棋でいう「定石（じょうせき）」、柔道や剣道の「形（かた）」に近いものでもあると感じて

います。多くの企業の理念や方針、社会人教育など大人の世界でも広く使われている所以がわか

ります。 

『時を守り』とは時間や期限を守ること。時間を大切にすることは、相手を尊重することにつ

ながり、自分の信用や信頼を積み重ねることになります。『場を清め』とは掃除や整理整頓をする

こと。自分の心を磨くことにつながり、また、誰かが掃除等をしている姿を見ることにより感謝

の心が芽生えます。『礼を正す』とは挨拶や返事をすること、服装を正すこと。挨拶や返事は人間

関係を構築する基本であり、人間関係を良好にし、時と場にふさわしい服装をすることも相手を

尊重することになります。 

この言葉に通じるものは、相手を思いやる・相手を敬うという心です。生徒にとっては、今後

充実した学校生活を送るため、さらには社会で活躍するために必要な行動であり、逆にこれらを

身につけていない人は、どんなに頑張っても、結果は厳しいものになるかも知れません。 

10 月は、合唱祭に向けてのスタートです。互いに認め合い敬い合う姿が見られるよう取り組

んでまいります。地域や保護者の皆様からの生徒達へのエールを引き続きよろしくお願いします。 

   https://www.ota-school.ed.jp/shimoda-js/ 
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